
今年の運動会は、絵本“とんぼのうんどうかい”（か
こさとし作）からヒントをいただいて、野外劇やゲーム
を作っています。
子どもたちがいつも遊ばせてもらっている児童公

園には、バッタやコオロギ、トンボがいっぱい生息して
います。いつも虫たちを見つけては、観察を楽しみ、虫
網を構え必死に追いかけています。虫たちを見つける
と無性に捕まえたくなり、目で追いながら、芝生の上
をかけずりまわり、夢中になって遊んでいます。
先日、保護者の方から、｢Ｙ子がおばあちゃんの家に

行っている時、トンボ採りに夢中になり、虫かごに何十
匹もつかまえていました。おばあちゃんにそんなに捕
まえてなにするの？って言われたんですよ」と教えて
いただきました。まさしく、無我夢中という言葉がぴっ
たりのＹ子ちゃんの姿ですね。
私が子どもだったころ、まだ、遊ぶ場所が沢山あっ

て、子ども同士が群れ集い、夕方になるまでたっぷり
と遊んでいました。日が暮れるころ、「あー、面白かっ
た！いっぱい遊んだ！もう帰ろう！」「また明日あそ
ぼうねー！」と言いながらそれぞれの家に帰って行っ
たものです。現在は、たっぷりと遊べる
場所が無くなってきましたが、 ”あそん
で あそんで ぼくらはおおきくなる”
ということばの通り、夢中になって遊び、
時間を忘れてたくさん遊んだときに、子
どもたちの豊かな心と体が培われてい
くのだと思います。どうか、天気が守ら
れ、かわいいトンボたちが元気に児童公
園を飛び回る楽しい運動会となるよう祈りながら、土
曜日を待ちたいと思います。 園長

１１月の行事予定

5日(火) 誕生会(２才以上児)

12日(火) スープパーティー＆弁当日

16日(土) 入園説明会

26日(火) 弁当日

27日(水) 給食バイキング（３才以上）

30日(土) 持久走大会・弁当日

予定 やきいもパーティー

２０１９年度 年主題〈ことばに満たされて～ひびきあう〉
1･2歳児１０月主題 ｢楽しい｣ 3･4･5歳児１０月主題 「楽しむ」

月のねがい 月のねがい

◎見えない神様の存在を感じ、安心する ◎神さまからいただいている賜物を活かし合う

◎保育者や周りの友だちと共感しながら過ごす ◎遊びの中で工夫してつくりだすことの楽しさを知る

◎言葉のやり取りが面白くなる ◎遊びに熱中し、くり返し取りくむ中で、思いを伝え合う経験をする

◎からだを動かすことを楽しむ ◎音楽・ダンス・造形・ことば等で表出することや表現することを喜ぶ

１０月の行事予定

5日(土) 第 62回大運動会
6日(日) 運動会予備日

7日(月) 振替休日(１号)

13日(日) 市民体育祭(５才児)

16日(水) 秋の遠足(３才以上児)

18日(金) おにぎりパーティー

23日(水) 内科検診（３才以上児）

24日(木) 秋の遠足(０･１･２才児)

31日(木) 内科検診（０･１･２才児）
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子どもと一緒に遊ぼう！Ⅴ ～体幹バランス・ポーズ～

子どもたちの大好きな夏が過ぎ、実りの秋、運動の秋がやってきました。10月5日の運動会に向けて子どもたちは開閉会

式、かけっこ、野外劇、行進の練習など一生懸命がんばっています。

そこで今回は、身体づくり遊び～体幹バランス・ポーズ～を紹介したいと思います。

体幹バランスは筋肉強化ではなく、一定の姿勢を維持することで“筋肉の使い方”を身に付けます。筋肉を上手に使えるよ

うになるためにはこのバランス能力の向上が欠かせません。体幹には体を支え、維持する働きがあります。そのため、体幹

を鍛えることで、姿勢が良くなり、日常生活の立ち居振る舞いが安定します。

また「運動能力が高まる」「自己抑制力が高まる」「学習意欲が高まる」といった効果もあるそうです。お父さんやお母さ

んと向き合って互いの姿勢を確認しながら行うことで“相手に合わせる力”“10回、などゴールの見通しを立てる”“集中力

や持続力を高める”ことにも効果があるそうです。さあ「子どもと一緒に遊ぼ！」誘ってみてください。

バランスツイスト

片あし

く るぶしタッチ

オーバーヘッド

スクワット

片足 T 字
バランス

エ アプ レーン 振 り 子

今月の聖句 主よ 地はあなたのめぐみに満ちています。
詩篇119:64

ぶどうは根、幹、枝を持つ実を結ぶ植物です。根と幹はぶどうの木の本体です。実は根、幹
からいのちと栄養を受け、成長して実を結びます。
今月の言葉はイエス様につながっていることによって人間として、神にも人にも喜ばれる実を結

ぶと教えます。表記の言葉の前節４節では、「わたし（イエスさまのこと）につながっていなさい。わ
たしもあなたがたにつながっている。ぶどうの枝が木につながっていなければ、自分では実を結ぶこ
とができないように、あなたがたもわたしにつながっていなければ実を結ぶことができない。」とありま
す。つながるとは教えを聞き、従う生活をすることです。
イエスにつながっていればどんな実をむすぶのでしょうか。パウロという１世紀の伝道者が以下

のように教えています。「肉の業は姦淫、わいせつ、好色、敵意、争い、そねみ、怒り、利己心、
不和、仲間争い、ねたみ、泥酔、酒宴のたぐい。これらを行う者は神の国を受け継ぐことはできま
せん。（天国にはいけないということです）これに対して、キリストにつながっている人は霊の実を結び
ます。すなわち、愛、喜び、平和、寛容、親切、善意、誠実、柔和、節制です。」人は皆、肉
の実を離れ霊の実を結びたいものです。そのために神の助けが必要です。

前理事長・牧師 故池田公栄


